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的 に 実 証されている点 。世 界 保 健 機 関（W H O）や 日 本 の
厚 生 労 働 省 が 定 める食 事 基 準 に 準 拠し、1 食 あたりの 塩

分 を 2 g 以 下 に 抑 え な がら も、味 わ い 豊 か なメニュー を
提 供しています。

他 社 にも健 康 食 品 は ありますが、継 続 率 が 低 いの が 現
状です。その原 因を同 社 は 三つに絞り込 みました─ ─「味
気 なさ（ 水っぽさ）」「 選 べ るメニュー の 少 なさ」「 効 果 の
根 拠 が 不 明 確 」─ ─ 。それ を踏 まえ、「 D r.  D i s h 」は 独 自
の 臨 床 試 験 を実 施し、H b A 1 c 低 下 の 効 果 をデータとして
証 明しました 。さらに、食 感や咀 嚼 体 験 にも焦 点 を当て、
より“ 味 覚で感じる満 足 感 ” を追 求しています。

噛 むことが、味と健 康 を深 める「 4 次 元 設 計 」
「 食 感 」「 風 味 」「 旨 味 」。食 品 開 発では 通 常ここまでが “

味 ” の 設 計 領 域 とされ ますが、サンマルコ 食 品 は そこに “
時 間 ” という4つ目 の 軸 を加えました 。これ が 同 社 の 掲 げ
る「 四 次 元 官 能 設 計 」です。

X 軸 ＝ 素 材（肉・野 菜 など）、Y 軸 ＝ 香 辛 料やハ ーブによ
る味 、Z 軸 ＝ 旨 味 やコ ク、そして 最 後 の T 軸 が “ 咀 嚼 の 時
間 ” 。研 究 によると、理 想 的 な 咀 嚼 時 間 は 最 低 1 7 秒 、推
奨 は 3 0 秒 。噛 む 時 間 が 長 い ほ ど血 糖 値 の 急 上 昇 を抑 え
られ 、味 わ いも段 階 的 に 広 がります。

「 濃 い 味 は 逆 に “ 早 食 い ” を 促してしま い 、結 果 として

満 腹 感 が 得られ にくくなります」。藤 井 氏 は そう指 摘しま
す。そこで サンマルコ 食 品 は 、素 材 の カットの 仕 方 や 加
熱 方 法 を工 夫し、舌 に 触 れる表 面 積 を広 げて、自 然 に 咀
嚼 時 間 が 伸 びるよう設 計 。少 な い 塩 分 で も「 最 後 の ひと
口 までお いしい」と感じられる“ 深 み の ある味 の 設 計 ” が
施されています。

藤 井 氏 自 身 、毎 日「 D r.  D i s h 」を食 べているそうです。「
五 感と科 学 に基 づいたこの 多 次 元 的 な 考え方こそが、私
たちの 開 発 思 想 の 核 なんです」。

銀 座 にクリニックも開 設 予 定 、「 食 で治す」医 療 のかた
ち

サンマルコ 食 品 で は 今 後 、東 京・銀 座 に “ 食 事 療 法 ” を
提 供するクリニックを開 設 予 定 。これ は「 D r .  D i s h 」を“
医 療 食 ”として活 用する試みで、糖 尿 病 などの生 活 習 慣 病
の治 療 だ けでなく、未 病 段 階 の人 々や健 康 意 識 の高 い層
にも対 応します。来 院 者 は 身 体 の状 態 をチェックし、自 身
に 合った 栄 養 素や食 材 の 提 案 を受 けることができます。

また、札 幌には 直 営レストラン「f w（フー）」を展 開 中 。四
次 元 設 計 による“ 超 減 塩 なのに満 足できる”メニュー が楽
しめるこの 店 舗では 、来 店 客 の 多くが「 翌 朝 の 体 の 変 化 」
を実 感しているといいます。

社 会 が 求 める企 業 へ ─ ─ “ 人 類 繁 栄 ” を見 据えて
藤 井 氏 が 目 指 す の は 、単 な る 食 品 会 社 の 枠 を 超 えた

社 会 的 存 在 です。「 根 拠 あるデ ータと臨 床 結 果 に 基 づ い
た 食 品 開 発で、社 会 課 題 に 真 正 面 から取り組んでいきま
す。私 たちが 目 指すの は 、“ 人 々が 元 気 に、自 信 を取り戻
すた めの 食 品 ” を届 けること。その 実 現 に は 、同じ志 を持
った 仲 間 の 存 在 も必 要です」。

サンマルコ 食 品 で は 現 在 、連 携 可 能 な 企 業・団 体 との
協 業 を広く募 集しています。“ 人 がより良く生きる” という
ゴ ール の た め に —— それ は 、私 たち全 員 が 共 有 できるビ
ジョンなのか もしれません 。

事 の 最 初 のひと口 ——それ は 実 は 、もっとも味
わうのが難しい瞬 間かもしれません。味や香り
が 一 気 に押し寄 せ、ゆっくり咀 嚼する余 裕 を失
ってしまう人 も少 なくないでしょう。おいしさを

追 求するあまり、人 々の咀 嚼 時 間 は 年 々短くなっていると
いう研 究 結 果 もあります。濃い味 付 けや添 加 物、塩 分 へ の
依 存 が進 み、それが健 康 へ の悪 影 響を招いているのです。

これ に 強 い 危 機 感 を抱 いているの が、北 海 道 に 本 社 を
構 える冷 凍 食 品メー カー・サンマルコ 食 品 の 代 表 取 締 役

社 長 、藤 井 　幸 大 氏です。同 社 は 1 9 7 9 年 創 業 。近 年では 、
健 康 管 理 をサ ポ ートする 機 能 性 冷 凍 食 品 ブランド「 D r . 
D i s h（ドクター ディッシュ）」を通じて、「 お いしさ」と「 健
康 」の 両 立 に 取り組んでいます。

日 本 国 内 では 糖 尿 病 の 患 者 数 が 増 加しており、藤 井 氏
は「 いまの 食 品 市 場 は “ 食 の 悲 劇 ” に あふ れている」と語
ります。低 価 格・時 短・利 便 性 が 優 先 される一 方 で、栄 養
バランスは 軽 視され がち。「 食 育 が 社 会 に欠 けているパズ
ルのピースだと思います。悪い食 習 慣 は 、体 調 不 良 だ けで
なく、自 己 肯 定 感 の 低 下や心 の 問 題 にもつな がります」。

藤 井 氏 の言 葉 には 、個 人 的 な体 験 も重 なっています。彼
自 身、過 去に5 0 kg 以 上の減 量を達 成した経 験を持ち、「そ
のプロ セスの 中で、健 康と味 覚 の 本 質 を学 びました」と語
ります。その体 験 は、彼の“ 食 ” へ の考え方を大きく変え、企
業としても「安さや味 だ けに偏らない、本 当 に人 のた めに
なる食 品 」を追 求する方 向 へ 舵 を切ることとなりました 。

科 学と味 覚 が 融 合した「 D r.  D i s h 」シリーズ
サンマルコ 食 品 が 展 開する「 D r.  D i s h 」は 、特 に 糖 尿 病

予 防・改 善 を目 的 に 設 計 さ れ た 冷 凍 弁 当 の 定 期 配 送 サ
ー ビスです。注 目すべきは 、血 糖コントロ ール の 指 標 とさ
れるH b A 1 c（ ヘ モ グロ ビンA 1 c ）値 を下 げる効 果 が 臨 床

「私たちは、“おいしい”だけで
なく、“人のためになる”食を本
気で届けていきます。」

──サンマルコ食品株式会社 代表取
締役社長・藤井　幸大
www.sanmaruko.co.jp

Dr. Dish──未来の「食」が、ここにある。

食

サンマルコ食品が提案する、新しい健康食のかたち。科学的アプローチと食の喜びが融合する、“考えて食べる”時代へ。 
By Daniel de Bomford and Cian O’Neill
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